
令和４年度 

「工業情報数理」シラバス 

沖縄県立那覇工業高等学校 

教科名 対象学科 学年 科目名 単位数 学期 必修・選択 

工業 グラフィックアーツ科 １ 工業情報数理  全 必修 

使用教科書 工業情報数理 補助教材 検定試験練習問題集 

 

 

○ 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野

における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目

指す。 

 

 

(1)工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解するとともに、

関連する技術を身につけるようにする。【知識及び技術】 

(2)情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に

基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。【思考・判断・表現等】 

(3)工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自ら学び、工

業の発展に主体的かつ共同的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】 

 

 

○ 次三つの観点に基づいて学期毎に評価し、１，２学期は素点化(ABC)します。三学期は年間を通し

て総合的に判断して五段階評定をします。 

評価の観点 内  容 評価方法 

① 知識・技能  情報技術に関する基礎的な知識と技術を理解し、情

報技術を利用した情報の収集・処理・活用のために必

要な技能を身につけている。 

技能検定の採点基準に沿

った点数を技能点とする。 

② 思考・判断

表現 

 諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、問題

解決方法を適切に判断する能力を身につけており、情

報技術を活用して情報を処理・表現することができる。 

採点はプリントではなく、

作業工程を確認する。 

③ 主体的に取

り組む態度 

 情報技術に関する基礎的な知識と技術に関心をも

ち、その習得に向けて意欲的に取り組むとともに、実

際に活用しようとする創造的・実践的な態度を身につ

けている。 

与えられた問題は毎回出

力させ、チェックする。 

 

 

 

○検定試験の３級程度の技能は実社会では常識程度のレベルです。さらに上位級をめざして自宅や放課後の

時間を利用して練習するようにしましょう。 

○在学期間でワープロ１級、表計算２級の取得を目標に頑張りましょう。 

○学習の過程で自己評価を実施しますので、自らの学習状況をチェックし、目標到達に努めましょう。 

１科目の目標 

２学習の方法 

３評価の方法 

４その他 



月 

予
定
時
数 

実
施
時
数 

指導項目 
指導内容
（教科書） 

評価の観点 評価規準・評価方法 
振り

返り 知 思 態 知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に取り組む
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36   

(1)産業社
会と情報技
術 
ア 情報化
の進展と産
業社会 
 イ 情報
モラル 
 ウ 情報
セキュリテ
ィ管理 
 
(2)コンピ
ュータシス
テム 
 ア ハー
ドウェア 
 イ ソフ
トウェア 
 
(3)プログ
ラミングと
工業に関す
る事象の数
理処理 
 イ デー
タの入出力 

・情報化社会
のモラルと
管理（基礎） 
(工業情報数
理 P7～
13,16～27) 
 
 
 
・情報処理入
門 
(工業情報数
理 P29~42) 
 
 
・文書処理・
ソフトの操
作 
・文章入力 
(工業情報数
理 P46~47) 

〇 〇 〇 

・情報化社会で守る
べきモラルに、情報
技術を利用した法的
な根拠について理解
している。 
・情報モラル・情報
技術で利用する法
律、情報の不正利用
の技術的な防止方法
を調べ、まとめるこ
とができる。 
・コンピュータの構
成要素をハードウェ
アとソフトウェアに
区別でき、それぞれ
の特徴を理解してい
る。 
・MicrosoftWord を
使用した文書作成の
基本を理解し、キー
ボード入力ができ
る。 

・情報化社会で守るべ
きモラルについて具体
的に考え、たがいの意
見を述べたり発表した
りできる。 
・コンピュータの不正
利用防止のために、そ
れらの実態を知り、技
術的な対処方法が必要
であることが考察でき
る。 
・コンピュータがパソ
コンだけでなく、制御
や通信など多くの機器
に組み込まれて活用さ
れていることが考察で
きる。 
・ソフトの基礎的な作
成方法においてツール
を適切に活用し、スム
ーズな文書作成ができ
る。 

・情報モラル･情報技
術で利用する法律や
コンピュータの不正
利用対策・コンピュー
タウイルス、および、
それらの対策などに
関心を持ち、主体的か
つ協働的に取り組み、
学習態度は真剣であ
る。 
・現代社会では、コン
ピュータがどのよう
な特徴をもち、どのよ
うに利用されている
かなどについて関心
をもち、意欲的に学習
に取り組み、学習態度
は真剣である。 
・文書作成やキーボー
ド操作などに関心を
持ち、主体的かつ意欲
的に学習に取り組み、
学習態度は真剣であ
る。 
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42   

(1)産業社
会と情報技
術 
 イ 情報
モラル 
 ウ 情報
セキュリテ
ィ管理 
 
(3)プログ
ラミングと
工業に関す
る事象の数
理処理 
 イ デー
タの入出力 

・情報化社会
のモラルと
管理（応用） 
(工業情報数
理
P14~27,235
～244) 
 
 
・ファイル管
理 
・文書処理・
ソフトの応
用 
・文章入力 
(工業情報数
理 P46~47) 

〇 〇 〇 

・情報化社会で守る
べきモラルに、情報
技術を利用した法的
な根拠について理解
している。 
・情報モラル・情報
技術で利用する法
律、情報の不正利用
の技術的な防止方法
を調べ、まとめるこ
とができる。 
・MicrosoftWord を
使用した文書作成の
基本を理解し、キー
ボード入力ができ
る。 

・情報化社会で守るべ
きモラルについて具体
的に考え、たがいの意
見を述べたり発表した
りできる。 
・コンピュータの不正
利用防止のために、そ
れらの実態を知り、技
術的な対処方法が必要
であることが考察でき
る。 
・ソフトの基礎的な作
成方法においてツール
を適切に活用し、スム
ーズな文書作成ができ
る。 

・情報モラル･情報技
術で利用する法律や
コンピュータの不正
利用対策・コンピュー
タウイルス、および、
それらの対策などに
関心を持ち、主体的か
つ協働的に取り組み、
学習態度は真剣であ
る。 
・文書作成やキーボー
ド操作などにより関
心を持ち、主体的かつ
意欲的に学習に取り
組み、学習態度は真剣
である。 

  

1
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27   

(2)コンピ
ュータシス
テム 
 ウ 情報
通信ネット
ワーク 
 
(1)産業社
会と情報技
術 
 ウ 情報
セキュリテ
ィ管理 
 
(3)プログ
ラミングと
工業に関す
る事象の数
理処理 
 イ デー
タの入出力 

・ネット活用
法 
・情報収集法 
(工業情報数
理
P209~221) 
・ネットセキ
ュリティに
ついて 
(工業情報数
理 P20~27) 
 
・ファイル管
理 
・文書処理・
ソフトの応
用 
(工業情報数
理 P46~47) 

〇 〇 〇 

・情報通信ネットワ
ークについて理解を
深めるとともに、イ
ンターネットを活用
した情報収取ができ
る。 
・情報化社会で守る
べきモラルに、情報
技術を利用した法的
な根拠について理解
している。 
・情報モラル・情報
技術で利用する法
律、情報の不正利用
の技術的な防止方法
を調べ、まとめるこ
とができる。 
・MicrosoftWord を
使用した文書作成の
応用を理解し、ブラ
インドタッチでキー
ボード入力ができ
る。 

・利用範囲によってネ
ットワークの種類を選
択することができ、そ
の違いについて表現す
ることができる。 
・インターネットを活
用した情報収集におい
て収集した情報を取捨
選択し表現することが
できる。 
・情報化社会で守るべ
きモラルについて具体
的に考え、たがいの意
見を述べたり発表した
りできる。 
・コンピュータの不正
利用防止のために、そ
れらの実態を知り、技
術的な対処方法が必要
であることが考察でき
る。 
・ソフト活用に慣れて
おり、ツールを適切に
活用し、よりスムーズ
な文書作成ができる。 

・情報通信ネットワー
クについて興味・関心
を持ち、インターネッ
トを利用した情報収
集を主体的に取り組
み、学習態度は真剣で
ある。 
・情報モラル･情報技
術で利用する法律や
コンピュータの不正
利用対策・コンピュー
タウイルス、および、
それらの対策などに
関心を持ち、主体的か
つ協働的に取り組み、
学習態度は真剣であ
る。 
・文書作成やキーボー
ド操作などに興味・関
心を持ち、主体的かつ
意欲的に学習に取り
組み、学習態度は真剣
である。 

  

計 105   
                   



 


